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第
３
回
八
峰
町
陸
上
競
技
記
録
会

　
小
池
怜
麗
香
（
観
海
）
1
分
25
秒
3

4
年
８
０
０
ｍ

　
山
崎
す
み
れ
（
八
森
）
3
分
13
秒
5

4
年
走
り
幅
跳
び

　
秋
田
千
裕
（
八
森
）
2
ｍ
68

5
年
１
０
０
ｍ

　
熊
谷
あ
や
ね
（
八
森
）
16
秒
5

5
年
４
０
０
ｍ

　
熊
谷
あ
や
ね
（
八
森
）
1
分
19
秒
1

5
年
８
０
０
ｍ

　
熊
谷
あ
や
ね
（
八
森
）
3
分
00
秒
9

5
年
走
り
幅
跳
び

　
熊
谷
あ
や
ね
（
八
森
）
2
ｍ
96

6
年
１
０
０
ｍ

　
酒
井
優
奈
（
岩
館
）
16
秒
5

6
年
４
０
０
ｍ

　
工
藤
優
華
（
観
海
）
1
分
20
秒
4

6
年
８
０
０
ｍ

　
今
井
優
加
（
塙
川
）
3
分
09
秒
9

6
年
走
り
幅
跳
び

　
金
田
妃
奈
（
八
森
）
2
ｍ
54

【
中
学
生
の
部
（
男
子
）】

1
年
１
０
０
ｍ

　
佐
藤
滉
太
（
峰
浜
）
14
秒
0

1
年
４
０
０
ｍ

　
佐
藤
滉
太
（
峰
浜
）
1
分
12
秒
4

1
年
１
５
０
０
ｍ

　
菊
地
生
馬
（
八
森
）
5
分
16
秒
7

1
年
走
り
幅
跳
び

　
須
藤
和
樹
（
八
森
）
3
ｍ
15

1
年
走
り
高
跳
び

　
高
杉
渓
汰
（
峰
浜
）
1
ｍ
10

1
年
砲
丸
投
げ

　
後
藤
成
哉
（
峰
浜
）
6
ｍ
02

2
年
１
０
０
ｍ

　
吉
田
昇
修
（
峰
浜
）
13
秒
8

2
年
４
０
０
ｍ

　
千
葉
拓
人
（
峰
浜
）
1
分
13
秒
7

2
年
１
５
０
０
ｍ

　
菊
地
崇
寛
（
八
森
）
5
分
00
秒
00

2
年
走
り
幅
跳
び

　
吉
田
昇
修
（
峰
浜
）
4
ｍ
60

（
女
子
）

1
年
１
０
０
ｍ

　
須
藤
璃
美
佳
（
八
森
）
15
秒
5

1
年
走
り
幅
跳
び

　
須
藤
璃
美
佳
（
八
森
）
3
ｍ
53

1
年
走
り
高
跳
び

　
須
藤
仁
美
（
八
森
）
1
ｍ
25

1
年
砲
丸
投
げ

　
山
内
早
紀
（
八
森
）
5
ｍ
62

2
年
１
０
０
ｍ

　
武
田
澄
子
（
八
森
）
15
秒
3

2
年
走
り
幅
跳
び

　
工
藤
つ
づ
み
（
八
森
）
3
ｍ
90

2
年
走
り
高
跳
び

　
山
内
香
澄
（
八
森
）
1
ｍ
20

2
年
砲
丸
投
げ

　
日
沼
佳
澄
（
八
森
）
8
ｍ
05

【
小
学
生
の
部
（
男
子
）】

4
年
１
０
０
ｍ

　
石
上
雄
大
（
観
海
）
15
秒
8

4
年
４
０
０
ｍ

　
石
上
雄
大
（
観
海
）
1
分
21
秒
5

4
年
１
０
０
０
ｍ

　
菊
地
栞
汰
（
水
沢
）
4
分
1
秒
5

4
年
走
り
幅
跳
び

　
伊
藤
京
祐
（
八
森
）
2
ｍ
80

5
年
１
０
０
ｍ

　
阿
部
斐
斗
（
水
沢
）
14
秒
9

5
年
４
０
０
ｍ

　
藤
田
勇
也
（
観
海
）
1
分
20
秒
3

5
年
１
０
０
０
ｍ

　
諸
沢　
岳
（
観
海
）
3
分
48
秒
9

5
年
走
り
幅
跳
び

　
吉
田　
拳
（
八
森
）
3
ｍ
12

6
年
１
０
０
ｍ

　
今
井
宏
太
朗
（
水
沢
）
14
秒
6

6
年
４
０
０
ｍ

　
今
井
宏
太
朗
（
水
沢
）
1
分
11
秒
3

6
年
１
０
０
０
ｍ

　
小
林
俊
己
（
八
森
）
3
分
57
秒
1

6
年
走
り
幅
跳
び

　
小
林
俊
己
（
八
森
）
3
ｍ
69

6
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　
吉
田
昂
希
（
八
森
）
57
ｍ
71

（
女
子
）

４
年
１
０
０
ｍ

　
秋
田
千
裕
（
八
森
）
16
秒
8

4
年
４
０
０
ｍ

　
９
月
14
日
、
第
３
回
八
峰
町
陸
上
競
技

記
録
会
が
峰
浜
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
、
１
２
４
人
の
小
中
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
競
技
に

挑
み
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
各
種
競
技
の
1
位
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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９
月
議
会
定
例
会
に

提
出
し
た
主
な
議
案

■
八
峰
町
議
会
の
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

■
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏

組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
変
更
に
伴
う
財
産
処
分

に
つ
い
て

■
損
害
賠
償
の
和
解
に
つ
い
て

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

２
億
１
，８
５
７
万
４
千
円

を
追
加
す
る
も
の

　

主
な
歳
出

滝
ノ
間
駅
前
公
衆
ト
イ
レ

の
水
洗
化
、畑
谷
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
の
水
洗
化
、年
金

特
別
徴
収
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
導
入
、

サ
ル
害
対
策
経
費
の
強
化
、

町
営
住
宅
火
災
報
知
器
設

置
工
事
、高
齢
者
世
帯
等
火

災
警
報
器
設
置
、統
合
小
学

校
備
品
購
入
費
、財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立

■
特
別
会
計
補
正
予
算

　

八
峰
町
国
民
健
康
保
険
事
業

　

八
峰
町
介
護
保
険
事
業

　

八
峰
町
土
地
取
得

　

八
峰
町
簡
易
水
道
事
業

　

八
峰
町
営
診
療
所

■
平
成
19
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

■
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

　

４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の
宿
泊

及
び
日
帰
り
利
用
者
数
は
、
宿
泊

者
は
３
，
２
１
２
人
、
日
帰
り
利

用
者
は
２
，
０
６
０
人
で
あ
り
、

収
入
は
８
７
２
万
３
，
９
７
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
オ
ー
プ
ン
以
来
、
利

用
者
数
は
確
実
に
伸
び
て
お
り
、

セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
そ
れ
を
励
み

に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

尚
、
マ
ス
コ
ミ
等
に
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
県
外

か
ら
の
個
人
や
少
人
数
に
よ
る
利

用
形
態
が
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要

と
な
り
、
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
今
以
上
に
効
率
の
良
い
運
営

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
、
外
国
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
10
月
に
は
香
港
や
韓
国
か

ら
の
お
客
様
も
50
名
以
上
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
も

30
団
体
約
１
，
２
０
０
名
の
利
用

者
を
見
込
ん
で
お
り
、
冬
期
間
は

セ
ン
タ
ー
の
独
自
事
業
に
力
を
入

れ
、
Ｐ
Ｒ
と
集
客
に
更
な
る
努
力

を
し
ま
す
。

　

採
血
用
穿
刺
器
具
は
、
主
に
糖

尿
病
患
者
が
血
糖
値
測
定
の
た
め

個
人
的
に
使
用
す
る
よ
う
に
販
売

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
利

便
性
な
ど
か
ら
、
多
数
の
医
療
機

関
や
市
町
村
に
よ
っ
て
は
保
健
教

室
等
で
も
利
用
さ
れ
、
同
一
採
血

器
具
で
複
数
の
人
に
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
に
県
よ
り
通
知
が
あ

り
、
針
や
キ
ャ
ッ
プ
を
交
換
し
な

い
ま
ま
複
数
の
患
者
に
使
用
し
た

場
合
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
た

採
血
用
穿
刺
器
具
の
中
に
、
町
営

診
療
所
に
お
い
て
購
入
し
た
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、

針
は
交
換
し
て
い
ま
し
た
が
、
キ

ャ
ッ
プ
を
交
換
し
な
い
ま
ま
１
名

に
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
も
の
で
す
。

　

町
営
診
療
所
で
は
、
こ
の
採
血

器
具
の
使
用
を
直
ち
に
中
止
し
た

ほ
か
、
患
者
の
方
に
説
明
の
う
え

血
液
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
検

査
の
結
果
は
、
Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型

肝
炎
及
び
エ
イ
ズ
検
査
の
い
ず
れ

も
陰
性
で
、
感
染
の
恐
れ
は
な
く

安
心
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、

医
療
機
器
の
取
り
扱
い
に
は
細
心

の
注
意
を
払
い
、
診
療
に
あ
た
り

ま
す
。

　

食
材
価
格
を
昨
年
同
期
と
比
較

す
る
と
、
主
食
の
精
米
に
つ
い
て

は
米
価
の
下
落
に
よ
り
若
干
値
下

が
り
し
ま
し
た
が
、
小
麦
粉
関
連

製
品
に
つ
い
て
は
国
際
的
な
調
達

価
格
が
高
騰
し
て
い
て
、
パ
ン
に

つ
い
て
は
県
学
校
給
食
会
か
ら
の

調
達
で
市
場
価
格
ほ
ど
高
騰
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
６
％
、

麺
で
は
30
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
菜
や
副
菜
の
食
材
と

な
る
乳
製
品
や
油
脂
類
、
肉
類
に

つ
い
て
は
穀
物
相
場
の
高
騰
の
影

響
で
30
％
か
ら
40
％
程
度
高
騰
し

た
も
の
も
あ
り
、
今
後
、
小
麦
粉

価
格
の
更
な
る
引
き
上
げ
や
、
原

油
高
騰
に
伴
う
容
器
・
包
装
資
材
、

輸
送
費
等
の
価
格
転
嫁
も
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
大
変
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
食
材
価
格
が
髙
含
み

で
推
移
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
新

年
度
に
お
い
て
給
食
費
の
改
訂

に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
い
て
、
食
材

価
格
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
児
童
・
生
徒
の
給
食
の
量
的

な
も
の
や
嗜
好
等
を
把
握
す
る
た

め
、
小
学
校
３
年
生
以
上
を
対
象

に
、
今
月
末
を
期
限
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

な
お
、
地
産
地
消
の
一
環
と
し

て
昨
年
か
ら
漁
協
女
性
部
か
ら

水
産
物
の
納
入
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど「
お
ら
ほ
の
館
」

と
地
場
産
野
菜
の
供
給
に
つ
い

て
価
格
面
、
供
給
体
制
に
つ
い
て

合
意
し
、
２
学
期
か
ら
生
産
者
の

顔
の
見
え
る
新
鮮
で
安
心
・
安
全

な
食
材
を
納
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

利
用
者
増
加
、
海
外
か
ら
も

あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン
タ
ー

採
血
用
穿
刺
器
具
の
使
い
回
し

町
営
診
療
所
で
１
人
に
使
用

価
格
高
騰
が
給
食
費
に
も

「
お
ら
ほ
の
館
」の
食
材
を
利
用


